
(57)【要約】

【課題】長期にわたり安定した発光を得る有機発光表示

装置を提供する。

【解決手段】少なくとも第１の電極が露出していない基

体の一部に接するように、アルカリ金属又はアルカリ土

類金属少なくとも一つを有する脱水・脱酸材料を形成し

、同脱水・脱酸材料に隔壁内及び表面に付着した酸素や

水を捕獲させた構成とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 基 体 の 一 部 に 第 １ の 電 極 を 露 出 し て 形 成 し 、 該 第 １ の 電 極 の 露 出 面 の 上 に 、
有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 少 な く と も 第 １ の 電 極 が 露 出 し て い な い 基 体 の 一 部 に 接 す る よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は
ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 に 基 体 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ る 工 程 と 、
　 有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 工 程 と 、
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 有 機 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 は 、 基 体 及 び 第 １ の 電 極 の 上 面 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 は 、 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 の 上 に 積 層 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も 基 体 の 一 部 に 第 １ の 電 極 を 露 出 し て 形 成 し 、 該 第 １ の 電 極 の 露 出 面 の 上 に 、
有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 に お い て 、
　 少 な く と も 第 １ の 電 極 が 露 出 し て い な い 基 体 の 一 部 に 接 す る よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は
ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 し 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素
材 料 に 基 体 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 有
機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 は 基 体 と 有 機 化 合 物 層 の 層 間 に 形 成 し た 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ４ に 記 載 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 は 第 １ の 電 極 と 有 機 化 合 物 層 の 層 間 に 形 成 し た 構 成 で あ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 し た 発 明 に 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も 基 体 の 一 部 に 第 １ の 電 極 を 露 出 し て 形 成 し 、 該 第 １ の 電 極 の 露 出
面 の 上 に 、 有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 の 技
術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 開 発 が 進 め ら れ て い る 有 機 発 光 素 子 の 構 成 は 、 第 １ の 電 極 ／ 有 機 化 合 物 ／ 第 ２ の
電 極 の 積 層 構 成 を 基 本 と し て い る 。 代 表 的 な 構 成 の 一 つ は 、 ガ ラ ス 板 な ど を 用 い た 基 板 上
に 透 明 な 第 １ の 電 極 を 複 数 本 の 帯 状 に 形 成 し 、 直 交 す る 方 向 に 複 数 の 隔 壁 を 形 成 し た 後 、
隔 壁 の 間 に 有 機 化 合 物 と 第 ２ の 電 極 を 短 冊 状 に 開 口 し た 金 属 マ ス ク を 用 い て 形 成 す る 構 成
で あ る 。 こ の 構 成 の 駆 動 方 式 は 印 加 す る 電 極 を 、 第 １ の 電 極 と 第 ２ の 電 極 と で 時 間 を ず ら
せ て 選 択 す る パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス 方 式 で あ る 。 こ の 場 合 、 発 生 す る 光 は 基 板 側 か ら 取 り
出 す ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 が 一 般 的 で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 近 年 、 基 板 上 の 発 光 素 子 ご と に 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ を 設 け 、 平 坦 化 膜 と 個 別 電 極 を
形 成 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 方 式 の 検 討 も 進 ん で い る 。 こ の 方 式 で は 基 板 側 よ り 光 を
取 り 出 す 場 合 、 駆 動 回 路 お よ び 駆 動 回 路 用 の 配 線 部 が 光 を 遮 る た め 、 画 素 の 開 口 率 （ 素 子
内 で 実 際 に 発 光 す る 部 分 の 面 積 比 ） が 小 さ く な る と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め 、 第 ２ の 電
極 側 か ら 光 を 取 り 出 す い わ ゆ る ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 素 子 構 成 が 試 み ら れ て い る （ 特 許
文 献 ２ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 お よ び ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 素 子 構 成 と も に 、 発 光 素 子
を 独 立 に 駆 動 す る た め に 隔 壁 を 形 成 す る 構 成 が 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 必 ず し も 隔 壁 が 必
須 で は な い 。 特 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 方 式 を 採 用 す る 場 合 に は 画 素 に 対 応 し た 電 極
を 設 け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 一 つ の 大 き な 課 題 は 、 発 光 効 率 の 向 上 で あ り 、 有 機 発 光 材
料 そ の も の の 開 発 や 積 層 構 造 に 様 々 な 提 案 が あ る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 別 の 大 き な 課 題 は 長 期 に わ た り 変 化 の な い 安 定 し た 発 光 特 性 を 如 何 に し て 得 る か
で あ り 、 こ れ も 有 機 発 光 材 料 そ の も の の 開 発 が 行 わ れ て い る と 同 時 に 、 有 機 発 光 層 を 外 部
環 境 か ら 保 護 す る 封 止 技 術 の 開 発 も 盛 ん で あ る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 本 発 明 で は 一 般 的 な 基 板 に 対 し 、 有 機 化 合 物 を 堆 積 す る 対 象 を 「 第 １ の 電 極 が 露 出
し た 基 体 」 と 呼 称 す る 。 基 体 は 一 般 的 な 基 板 で も 良 い し 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 回 路
を 形 成 し 平 坦 化 膜 を 設 け た も の で も 良 い 。 ま た 、 基 板 上 に 第 １ 電 極 を 形 成 し 、 そ の 一 部 を
何 ら か の 手 段 に よ り 覆 っ た も の で も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 露 出 し た 第 １ 電 極 以 外 が 基 体 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ４ ９ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ５ ７ ７ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ２ ５ ４ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ５ ７ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 有 機 化 合 物 を 用 い た 有 機 発 光 素 子 の 基 本 的 な 特 長 と し て 、 酸 素 や 水 の 存 在 が
有 機 発 光 素 子 の 寿 命 を 低 下 さ せ る と い う 問 題 が あ る 。 そ の 影 響 は 極 め て 敏 感 で あ り 、 第 １
の 電 極 お よ び 基 体 の 表 面 に 吸 着 し た 微 少 な 酸 素 や 水 で も 問 題 と な る 。 特 に 、 平 坦 化 膜 お よ
び 第 １ の 電 極 お よ び 隔 壁 の 形 成 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 を 用 い る 場 合 に は 、 水 処 理 を 伴
う た め 、 そ の 影 響 を 低 減 す る こ と は 容 易 で は な い 。 さ ら に 、 平 坦 化 膜 や 隔 壁 に は 窒 化 珪 素
な ど の 無 機 材 料 以 外 に 、 ア ク リ ル や ポ リ イ ミ ド な ど の 有 機 樹 脂 を 用 い る 場 合 も あ り 、 こ の
場 合 に は 無 機 材 料 よ り も 内 部 に 酸 素 や 水 を 含 む た め 、 そ の 影 響 を 低 減 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 対 策 と し て 、 有 機 発 光 素 子 を 覆 う ア ル カ リ 金 属 酸 化 物 の バ リ ア 層 の 形 成 （ 前 出 、 特 許 文
献 ４ 参 照 ） や 、 真 空 中 で の 加 熱 処 理 や 、 減 圧 酸 素 雰 囲 気 中 で 紫 外 線 照 射 に よ る オ ゾ ン 処 理
等 が 知 ら れ て い る が 、 必 ず し も 十 分 な 対 策 で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 基 体 に 接 す る よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と
も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 し 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 に 基 体 内 及 び 表 面 に 付 着
し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ る こ と で 、 有 機 発 光 素 子 を 長 寿 命 化 す る こ と が で き る 、 有 機 発 光
表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 背 景 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 に 係 る 有 機
発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、
　 少 な く と も 基 体 の 一 部 に 第 １ の 電 極 を 露 出 し て 形 成 し 、 該 第 １ の 電 極 の 露 出 面 の 上 に 、
有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 少 な く と も 第 １ の 電 極 が 露 出 し て い な い 基 体 の 一 部 に 接 す る よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は
ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 す る 工 程 と 、
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　 前 記 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 に 基 体 内 及 び 表 面 に 付 着 す る 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ る 工 程 と 、
　 有 機 化 合 物 層 と 第 ２ の 電 極 を 積 層 す る 工 程 と 、
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 少 な く と も 第 １ の 電 極 が 露 出 し て
い な い 基 体 の 一 部 に 接 す る よ う に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ
を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 し 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 に 基 体 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸
素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 。 そ の た め 、 有 機 化 合 物 層 の 変 質 を 防 止 で き 、 長 期 に わ た り 安 定 し た
表 示 が 可 能 と な る 。 特 に 、 高 温 環 境 時 に お い て も 基 体 か ら 酸 素 や 水 の 発 生 が 少 な く で き る
た め 、 信 頼 性 が 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 実 施 形 態 １ ＞
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 前 記 有 機 発 光 装 置 の 構 成 を 模 式 図 で 示 す 。 （ ａ ） が 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） が 対 応
す る 側 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ で は 発 光 表 示 画 素 を ４ 点 で 示 し て い る が 、 目 的 に 応 じ て そ
の 大 き さ お よ び 個 数 を 選 択 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ガ ラ ス 等 の 基 材 １ ０ １ の 上 面 に 、 透 明 導 電 体 か ら な る 陰 極 （ 第 １ の 電 極 ） １ ０ ２ を 複 数
本 の 帯 状 に 形 成 す る 。 次 に 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 上 面 （ 図 １ で は 周 辺 領 域 も 含 む 。 ） に 、
発 光 領 域 を 開 口 １ ０ ３ ａ し た 絶 縁 性 の 隔 壁 １ ０ ３ を 形 成 す る 。 ち な み に 、 隔 壁 １ ０ ３ は フ
ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 を 用 い て 形 成 し て も 良 く 、 ま た 、 印 刷 や マ ス キ ン グ に よ り 形 成 し て
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 隔 壁 １ ０ ３ 及 び 同 隔 壁 １ ０ ３ の 開 口 １ ０ ３ ａ か ら 露 出 す る 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 上 面 に 、
ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ を
周 囲 の 端 子 部 を 除 い て 面 状 に 形 成 す る 。 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ は 非 常 に 活 性 で あ り 、 真
空 中 で 蒸 着 や ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 形 成 す る の が 良 い 。 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ の 厚 み は
１ ｎ ｍ か ら １ ０ ０ ｎ ｍ が 適 当 で あ り 、 よ り 好 ま し く は ５ ｎ ｍ か ら ５ ０ ｎ ｍ 程 度 が 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ま で 形 成 し た 基 材 １ ０ １ を 例 え ば 真 空 中 で 加 熱 し 、 脱 水 ・ 脱 酸
素 材 料 １ ０ ４ に 隔 壁 １ ０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ て 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素
材 料 １ ０ ４ の 組 成 を 変 化 さ せ る 。 本 出 願 人 が 、 ２ 次 イ オ ン 質 量 分 析 装 置 （ Ｓ Ｉ Ｍ Ｓ ） な ど
を 利 用 し て 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ を 組 成 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ 上 で 組
成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ｂ に 比 べ て 、 隔 壁 １ ０ ３ 上 で 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・
脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ の 酸 素 濃 度 が 高 く な っ て い る こ と が 確 認 で き た 。 つ ま り 、 第 １ の 電 極
１ ０ ２ 上 で 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ｂ に 比 べ て 、 隔 壁 １ ０ ３ 上 で 組 成 変 化
さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ は 隔 壁 １ ０ ３ と 直 接 接 す る た め 、 酸 素 や 水 を 活 発 に 捕 獲
す る の で あ る 。 こ の よ う に 、 隔 壁 １ ０ ３ の 上 面 に 形 成 さ れ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ に
隔 壁 １ ０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ る こ と が 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 。 な
お 、 隔 壁 １ ０ ３ 上 で 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ は 、 隣 接 す る 画 素 領 域 間 で
絶 縁 性 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 上 面 に 形 成 さ れ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ｂ は 組 成 が 変 化 し て も 良
い し 、 解 析 上 変 化 が 認 め ら れ な く と も 本 発 明 の 目 的 は 達 成 で き る 。 ま た 、 上 記 し た 真 空 中
で の 加 熱 は 一 つ の 方 法 で あ り 、 大 気 圧 で も 酸 素 分 圧 や 水 蒸 気 分 圧 を 低 く 保 っ た 状 態 で 加 熱
し て も 良 い 。 紫 外 線 や 赤 外 線 な ど を 照 射 し て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ の 上 面 に 、 有 機 化 合 物 層 １
０ ５ 、 第 ２ の 電 極 １ ０ ６ を 、 短 冊 状 に 開 口 し た 金 属 マ ス ク を 用 い て 第 １ の 電 極 １ ０ ２ と 直
交 す る 方 向 に 帯 状 に 形 成 す る 。 そ の 結 果 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ は 隔 壁 １ ０ ３ と 有 機
化 合 物 層 １ ０ ５ の 層 間 に 形 成 さ れ る 。 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ も 活 性 で あ り 、 酸 素 や 水 と 反 応
し や す い た め 、 上 記 し た よ う に 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ を 隔 壁 １ ０ ３ と 有 機 化 合 物 層 １
０ ５ の 層 間 に 形 成 し た 構 造 と す る と 良 好 で あ る 。 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ は 酸 素 や 水 と 反 応 す
る と 、 点 状 の 非 発 光 部 （ ダ ー ク ス ポ ッ ト ） や 画 素 周 囲 の 発 光 輝 度 が 低 下 す る 現 象 が 発 生 す
る こ と が あ り 、 そ の 頻 度 に よ っ て は 画 像 の 表 示 に 品 質 上 の 問 題 を 引 き 起 こ す か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ は 不 図 示 の 電 子 輸 送 層 、 発 光 層 、 ホ ー ル 輸 送 層 か ら 構 成 さ れ て い る
。 但 し 、 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の 構 成 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。 発 光 層 を 兼 ね た 輸 送
層 を 用 い る こ と で 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ を ２ 層 構 成 に し 、 あ る い は ホ ー ル 注 入 層 や 電 子 注 入
層 を 設 け る こ と で 、 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の 構 成 を ４ 層 、 ５ 層 構 成 に す る な ど 目 的 に 応 じ て
層 構 成 を 決 め る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 部 か ら の 酸 素 や 水 を 遮 断 す る た め に 吸 湿 材 （ 不 図 示 ） を 付 け た 封 止 缶 １ ０ ８ で 封 止 す
る と 、 有 機 発 光 表 示 装 置 が 完 成 す る 。 こ の 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 通 例 の 有 機 発 光 表 示 装 置
と 同 様 に 、 電 力 供 給 点 １ ０ ７ と 電 力 供 給 点 １ ０ ９ か ら 電 力 を 供 給 す る こ と に よ り 、 電 極 １
０ ２ と １ ０ ６ で 挟 ま れ た 発 光 領 域 （ 開 口 １ ０ ３ ａ 内 ） の 画 素 が 発 光 し 、 画 像 が 表 示 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 し た 製 造 方 法 で 作 成 さ れ た 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 隔 壁 １ ０ ３ に 接 す る よ う に 、 脱 水
・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ を 形 成 し 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ に 隔 壁 １ ０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着
し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 構 成 と な る 。 そ の た め 、 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の 変 質 を 防 止 で き
、 長 期 に わ た り 安 定 し た 表 示 が 可 能 と な る 。 特 に 、 高 温 環 境 時 に お い て も 隔 壁 １ ０ ３ か ら
酸 素 や 水 の 発 生 が 少 な く で き る た め 、 信 頼 性 が 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ＜ 実 施 形 態 ２ ＞
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 の 異 な る 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、
本 実 施 形 態 も 、 上 記 し た 実 施 形 態 １ と 同 一 の 技 術 的 思 想 に 基 づ く も の で あ る た め 、 特 徴 部
分 の み を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 前 記 有 機 発 光 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 図 で 示 す 。 （ ａ ） が 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） が
対 応 す る 側 面 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ ０ ２ ａ は 第 １ の 絶 縁 層 、 ２ ０ ２ ｂ は 半 導 体 層 、
２ ０ ２ ｃ は ゲ ー ト 電 極 、 ２ ０ ２ ｄ は 第 ２ の 絶 縁 層 、 ２ ０ ２ ｅ は ソ ー ス 電 極 、 ２ ０ ２ ｆ は ド
レ イ ン 電 極 、 ２ ０ ２ ｇ は ア ク リ ル 樹 脂 か ら な る 平 坦 化 膜 、 ２ ０ ２ ｈ は 金 属 ク ロ ム の 第 １ の
電 極 で あ る 。 ソ ー ス 電 極 ２ ０ ２ ｅ は 第 １ の 電 極 ２ ０ ２ ｈ を 通 じ て 有 機 化 合 物 層 ２ ０ ５ と 電
気 的 に 接 続 し て い る 。 ド レ イ ン 電 極 ２ ０ ２ ｆ は 第 ２ の 電 極 ２ ０ ６ と 接 続 し て い る 。 ソ ー ス
電 極 、 ゲ ー ト 電 極 、 ド レ イ ン 電 極 は 不 図 示 の 駆 動 回 路 を 通 じ て 駆 動 用 の 端 子 部 ２ ０ ７ か ら
制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 は 、 駆 動 用 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 ２
０ ２ を 形 成 し た ガ ラ ス 基 材 ２ ０ １ の 上 面 に 、 発 光 領 域 を 開 口 ２ ０ ３ ａ し た 絶 縁 性 の 隔 壁 ２
０ ３ を 形 成 し て い る 。 こ の 隔 壁 ２ ０ ３ の 上 面 の み に ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の
少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ を 面 状 に 形 成 し て い る 。 こ の 場 合 、 有 機
化 合 物 層 ２ ０ ５ が 直 接 、 隔 壁 ２ ０ ３ と 接 す る 部 分 が 生 じ る が 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ は
隔 壁 ２ ０ ３ と 直 接 接 す る た め 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ に 隔 壁 ２ ０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着
し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料
２ ０ ４ は 必 ず し も 絶 縁 性 で あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 上 記 し た 実 施 形 態 １ 、 ２ の 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 は 、 第 １ の 電 極 及 び 隔 壁 の 上 面 、 又 は 隔 壁
の 上 面 の み に 形 成 し て い る が 、 少 な く と も 隔 壁 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 で き
る 程 度 の 接 触 面 積 を 隔 壁 と 有 し て い れ ば 良 い 。 そ の た め 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 は 面 状 に 形 成
し な く て も 良 く 、 形 態 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 し た 実 施 形 態 １ 、 ２ は 隔 壁 が 形 成 さ れ た 有 機 発 光 表 示 装 置 を 対 象 と し て い る が 隔 壁
が 形 成 さ れ て い な い 有 機 発 光 表 示 装 置 で も 略 同 様 に 実 施 で き る 。 こ の 場 合 、 脱 水 ・ 脱 酸 素
材 料 は 少 な く と も 第 １ の 電 極 が 露 出 し て い な い 基 体 の 一 部 に 接 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ＞
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ガ ラ ス 基 材 １ ０ １ の 上 面 に 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ か ら な る 透 明 電 極 層 を 酸 素 ガ ス 雰 囲 気
中 で の 反 応 性 真 空 蒸 着 法 に よ り 成 膜 す る 。 透 明 電 極 層 の 膜 厚 は １ ５ ０ ｎ ｍ で あ る 。 次 に 、
フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 に よ り 、 透 明 電 極 層 を 複 数 の 帯 状 に パ タ ー ニ ン グ し て 第 １ の 電
極 １ ０ ２ を 形 成 す る 。 今 回 は ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 加 工 し た が 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の
パ タ ー ニ ン グ に は ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 上 面 （ 図 １ で は 周 辺 領 域 も 含 む 。 ） を 、 ０ ． ５ μ ｍ の 厚 み の 感 光 性
ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で コ ー ト し 、 や は り フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 に よ り 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の
一 部 を 発 光 領 域 と し て 露 出 さ せ る 開 口 １ ０ ３ ａ を パ タ ー ニ ン グ し て 隔 壁 １ ０ ３ を 形 成 す る
。 隔 壁 １ ０ ３ の 材 料 は ア ク リ ル 等 の 樹 脂 で も 良 い し 、 窒 化 珪 素 や 酸 化 珪 素 な ど の 無 機 材 料
を 利 用 し て も 良 い 。 こ の 隔 壁 １ ０ ３ は 発 光 す る 領 域 を 制 限 す る 機 能 と 、 光 領 域 以 外 で の 第
１ の 電 極 １ ０ ２ と 第 ２ の 電 極 １ ０ ６ の 短 絡 を 防 止 す る 機 能 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 隔 壁 １ ０ ３ の 上 面 及 び 同 隔 壁 １ ０ ３ の 開 口 １ ０ ３ ａ か ら 露 出 す る 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 上
面 に 、 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １
０ ４ と し て 、 金 属 ス ト ロ ン チ ウ ム 膜 を Ｄ Ｃ ス パ ッ タ リ ン グ に よ り １ ０ ｎ ｍ の 厚 み に 形 成 す
る 。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ の 端 部 に 電 力 供 給 点 １ ０ ７ を 確 保 す る べ く 、 当 該 領 域 は
金 属 マ ス ク を 用 い て 遮 蔽 し た 。 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ は カ ル シ ウ ム や リ チ ウ ム な ど そ の
他 の ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 で も 良 い し 、 合 金 で も 良 い 。 ま た 金 属 以 外 に も 酸
化 物 で も 良 い 。 酸 化 物 の 場 合 は 化 学 量 論 的 に 安 定 な 酸 化 物 で は な く 、 酸 素 が 欠 乏 し た 反 応
性 の 高 い 酸 化 物 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ の 形 成 方 法 は Ｄ Ｃ ス パ
ッ タ リ ン グ に 限 る も の で は な く 、 高 周 波 ス パ ッ タ リ ン グ や 真 空 蒸 着 法 も 利 用 で き る 。 さ ら
に 真 空 装 置 内 に 反 応 ガ ス を 導 入 し た 反 応 性 の 形 成 方 法 も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ま で 作 成 し た ガ ラ ス 基 材 １ ０ １ を 露 点 － ９ ０ ℃ の 窒 素 雰 囲 気 の
装 置 内 で 赤 外 線 ラ ン プ に よ り ２ ２ ０ ℃ に １ ０ 分 間 加 熱 し て 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ に 隔
壁 １ ０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ て 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ の 組 成
を 変 化 さ せ る 。 第 ２ の 電 極 １ ０ ６ を 形 成 し た 後 、 ２ 次 イ オ ン 質 量 分 析 法 に よ り 深 さ 方 向 に
エ ッ チ ン グ し な が ら 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ の 組 成 分 析 を し た 結 果 、 隔 壁 １ ０ ３ 上 で 組 成
変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ と 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ 上 で 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱
酸 素 材 料 １ ０ ４ ｂ と で 酸 素 濃 度 の シ グ ナ ル が 約 ２ 倍 異 な る 。 つ ま り 、 隔 壁 １ ０ ３ 上 で 組 成
変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ は 、 第 １ の 電 極 １ ０ ２ 上 で 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱
酸 素 材 料 １ ０ ４ ｂ に 比 べ て 、 隔 壁 １ ０ ３ と の 十 分 な 接 触 面 積 を 有 す る の で 、 酸 素 や 水 を 捕
獲 し て い る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ で 隣 接 す る 画 素 領 域 間 が
電 気 的 に 絶 縁 さ れ て い る こ と も 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 組 成 変 化 さ せ た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０ ４ ａ 、 １ ０ ４ ｂ の 上 面 に 、 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の
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電 子 輸 送 層 と し て ト リ ス （ ８ － キ ノ リ ノ ー ル ） ア ル ミ ニ ウ ム （ 以 下 Ａ ｌ ｑ ３ ） を 、 さ ら に
ホ ー ル 輸 送 層 と し て Ｎ ， Ｎ ’ － ビ ス （ ３ － メ チ ル フ ェ ニ ル ） － Ｎ ， Ｎ ’ － ジ フ ェ ニ ル － （
１ ， １ ’ － ビ フ ェ ニ ル ） － ４ － ４ ’ － ジ ア ミ ン （ 以 下 Ｔ Ｐ Ｄ ） を 、 順 次 蒸 着 マ ス ク を 介 し
て 第 １ の 電 極 １ ０ ２ に 直 交 す る 方 向 に 帯 状 に 形 成 す る 。 こ の と き 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 １ ０
４ の 領 域 か ら 外 周 に は み 出 す こ と の な い よ う に パ タ ー ニ ン グ し た 。 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の
形 成 方 法 は 真 空 蒸 着 法 を 用 い 、 蒸 着 時 の 真 空 度 は ２ × １ ０ - 8 Ｐ ａ で あ り 、 成 膜 速 度 は ０ ．
２ ～ ０ ． ３ ｎ ｍ ／ ｓ と し た 。 Ａ ｌ ｑ ３ 、 Ｔ Ｐ Ｄ の 膜 厚 は そ れ ぞ れ ５ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 有 機 化 合 物 層 １ ０ ５ の 上 面 に 、 第 ２ の 電 極 １ ０ ６ と し て 金 属 ク ロ ム を 真 空 蒸 着 法 に よ り
蒸 着 マ ス ク を 介 し て 第 １ の 電 極 １ ０ ２ に 直 交 す る 方 向 に 帯 状 に 形 成 す る 。 こ の と き 、 封 止
缶 １ ０ ８ の 外 ま で 達 す る パ タ ー ン と し 、 電 力 供 給 点 １ ０ ９ を 確 保 し た 。 金 属 ク ロ ム の 膜 厚
は １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 後 、 市 販 の ゲ ッ タ ー 材 を つ け た 封 止 缶 １ ０ ８ で 、 電 力 供 給 点 １ ０ ７ 、 １ ０ ９ を 露 出
す る よ う に 封 止 す る と 、 有 機 発 光 表 示 装 置 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 で 作 成 さ れ た 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 ８ ０ ℃ 、 ２ ４ ０ 時 間 の 高 温 環
境 放 置 試 験 の 前 後 で 発 光 特 性 に 変 化 は み ら れ ず 、 安 定 し た 発 光 表 示 状 態 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ＜ 比 較 例 １ ＞
　 比 較 例 １ で は 、 上 記 実 施 例 １ で 形 成 し た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 す る こ と な く 、 ま た 、
そ の 後 の 真 空 中 で の 加 熱 工 程 を 経 る こ と な く 、 そ れ 以 外 は 実 施 例 １ と 全 く 同 じ 工 程 で 、 有
機 発 光 表 示 装 置 を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ８ ０ ℃ 、 ７ ２ 時 間 の 高 温 環 境 放 置 試 験 後 に 発 光 状 態 を 観 察 し た と こ ろ 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材
料 を 形 成 し な か っ た 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 し た 有 機 発 光 表 示 装 置
に 比 べ て 、 発 光 画 素 の 周 辺 で 発 光 強 度 が 著 し く 低 下 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ＞
　 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 の 異 な る 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 駆 動 用 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 ２ ０ ２ を 形 成 し た ガ ラ ス 基 材 ２ ０ １ に 感 光 性 ア ク リ ル 樹
脂 を コ ー ト し 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 技 術 を 用 い て 発 光 領 域 に 開 口 ２ ０ ３ ａ を 設 け た パ タ
ー ン の 隔 壁 ２ ０ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４
と し て 、 金 属 カ ル シ ウ ム 膜 を 真 空 蒸 着 に よ り 、 帯 状 に 開 口 し た 金 属 マ ス ク を 用 い て 帯 状 の
パ タ ー ン を 形 成 す る 。 さ ら に 、 金 属 マ ス ク を ９ ０ 度 回 転 さ せ 、 先 の 帯 状 の パ タ ー ン に 直 交
す る 帯 状 の パ タ ー ン を 形 成 し 、 こ の ２ 回 の 蒸 着 に よ り 隔 壁 ２ ０ ３ の 上 面 に の み 脱 水 ・ 脱 酸
素 材 料 ２ ０ ４ を 形 成 す る 。 他 の 材 料 や 他 の 作 成 方 法 が 利 用 で き る 点 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ ま で 作 成 し た ガ ラ ス 基 材 ２ ０ １ を １ ０ - 3 Ｐ ａ の 圧 力 の 真 空 装 置
内 で 赤 外 線 ラ ン プ に よ り １ ８ ０ ℃ に ３ ０ 分 間 加 熱 し て 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ に 隔 壁 ２
０ ３ 内 及 び 表 面 に 付 着 し た 酸 素 や 水 を 捕 獲 さ せ て 、 同 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ の 組 成 を 変
化 さ せ る 。 こ の と き 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 ２ ０ ４ の 表 面 の 反 射 率 を 顕 微 鏡 観 察 し た と こ ろ 反
射 率 が 徐 々 に 低 下 し 、 酸 素 や 水 を 捕 獲 し て い る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 有 機 化 合 物 層 ２ ０ ５ の ホ ー ル 輸 送 層 と し て Ｔ Ｐ Ｄ を 、 電 子 輸 送 層 と し て Ａ ｌ ｑ ３ を 、 形
成 す る 。 作 成 方 法 は 真 空 蒸 着 法 を 用 い 、 蒸 着 時 の 真 空 度 は ２ × １ ０ - 8 Ｐ ａ で あ り 、 成 膜 速
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度 は ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ｎ ｍ ／ ｓ と し た 。 Ａ ｌ ｑ ３ 、 Ｔ Ｐ Ｄ の 膜 厚 は そ れ ぞ れ ５ ０ ｎ ｍ で あ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ の 電 極 ２ ０ ６ と し て 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 を Ｄ Ｃ ス パ ッ タ リ ン グ に よ り 形 成 す る 。 こ
の と き 、 ド レ イ ン 電 極 ２ ０ ２ ｆ と 接 続 で き る パ タ ー ン と し た 。 な お 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛
の 膜 厚 は ７ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 後 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 ２ ０ ２ 及 び 第 ２ の 電 極 ２ ０ ６ の 上 面 に 、 窒 化 珪 素 か ら な
る 保 護 膜 ２ ０ ８ を プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ で ６ μ ｍ の 厚 み に 形 成 す る 。 さ ら に 保 護 ガ ラ ス ２ １ ０ を
接 着 剤 ２ ０ ９ で 貼 り 付 け る と 、 有 機 発 光 表 示 装 置 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 し た 製 造 方 法 で 作 成 さ れ た 有 機 発 光 表 示 装 置 も 、 ８ ０ ℃ 、 ２ ４ ０ 時 間 の 高 温 環 境 放
置 試 験 の 前 後 で 発 光 特 性 に 変 化 は み ら れ ず 、 安 定 し た 発 光 表 示 状 態 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 比 較 例 ２ ＞
　 比 較 例 ２ で は 、 上 記 実 施 例 ２ で 形 成 し た 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 す る こ と な く 、 ま た 、
そ の 後 の 真 空 中 で の 加 熱 工 程 を 経 る こ と な く 、 そ れ 以 外 は 実 施 例 ２ と 全 く 同 じ 工 程 で 、 有
機 発 光 表 示 装 置 を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ８ ０ ℃ 、 ２ ４ 時 間 の 高 温 環 境 放 置 試 験 後 に 発 光 状 態 を 観 察 し た と こ ろ 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材
料 を 形 成 し な か っ た 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 脱 水 ・ 脱 酸 素 材 料 を 形 成 し た 有 機 発 光 表 示 装 置
に 比 べ て 、 発 光 画 素 の 周 辺 で 発 光 強 度 が 著 し く 低 下 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ＜ 実 施 例 ３ ＞
　 第 １ の 電 極 を メ タ ル マ ス ク を 用 い た 真 空 蒸 着 で パ タ ー ニ ン グ し て 形 成 し 、 隔 壁 を 形 成 す
る こ と な く 、 有 機 化 合 物 層 を 形 成 し た 以 外 は 実 施 例 ２ と 同 様 に 作 製 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 記 し た 製 造 方 法 で 作 成 さ れ た 有 機 発 光 表 示 装 置 も 、 ８ ０ ℃ 、 ２ ４ ０ 時 間 の 高 温 環 境 放
置 試 験 の 前 後 で 発 光 特 性 に 変 化 は み ら れ ず 、 安 定 し た 発 光 表 示 状 態 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 （ ｂ ） は 本
発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 別 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 （ ｂ ）
は 本 発 明 に 係 る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 別 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ ０ １ 　 基 材
　 １ ０ ２ 　 第 １ の 電 極
　 １ ０ ３ 　 隔 壁
　 １ ０ ３ ａ 　 隔 壁 の 開 口
　 １ ０ ４ 　 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材
料
　 １ ０ ５ 　 有 機 化 合 物 層
　 １ ０ ６ 　 第 ２ の 電 極
　 １ ０ ７ 　 第 １ の 電 極 の 電 力 供 給 点
　 １ ０ ８ 　 封 止 缶
　 １ ０ ９ 　 第 ２ の 電 極 の 電 力 供 給 点
　 ２ ０ １ 　 基 材
　 ２ ０ ２ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 回 路 及 び 第 １ の 電 極
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　 ２ ０ ３ 　 隔 壁
　 ２ ０ ３ ａ 　 隔 壁 の 開 口
　 ２ ０ ４ 　 ア ル カ リ 金 属 又 は ア ル カ リ 土 類 金 属 の 少 な く と も 一 つ を 有 す る 脱 水 ・ 脱 酸 素 材
料
　 ２ ０ ５ 　 有 機 化 合 物 層
　 ２ ０ ６ 　 第 ２ の 電 極
　 ２ ０ ７ 　 駆 動 用 の 端 子 部
　 ２ ０ ８ 　 保 護 膜
　 ２ ０ ９ 　 接 着 剤
　 ２ １ ０ 　 保 護 ガ ラ ス 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 2007-280746 A 2007.10.25



专利名称(译) 有机发光显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2007280746A 公开(公告)日 2007-10-25

申请号 JP2006104895 申请日 2006-04-06

[标]申请(专利权)人(译) 佳能株式会社

申请(专利权)人(译) 佳能公司

[标]发明人 塩崎篤志

发明人 塩崎 篤志

IPC分类号 H05B33/10 H01L51/50 H05B33/22

FI分类号 H05B33/10 H05B33/14.A H05B33/22.Z

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC23 3K107/DD44Z 3K107/DD90 3K107/DD95 3K107/EE53

代理人(译) 渡边圭佑
山口 芳広

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机发光显示装置以长时间获得稳定的发光，
并提供一种制造该有机发光显示装置的方法。ŽSOLUTION：形成具有至
少一种碱金属或碱土金属的脱水/脱酸材料，以便与基体的一部分接触，
其中至少第一电极不暴露，并且氧气和水粘附在内部阻挡肋和表面被脱
水/脱酸材料捕获。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/af033f61-0a27-4687-bd45-42a621115481
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038681983/publication/JP2007280746A?q=JP2007280746A

